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資料 

地域協働ニュース 第１号 

 

 

 

 

4 月

16 日、2 年生の「総合的な探究の時間」の活動が始まりました。 今年度は、これまで学

んだ探究活動のためのスキルを活用して、「鯖江市」と「SDGs(国連加盟 193か国が 2016

年から 2030 年の 15年間で達成するために掲げた 17の目標)」をキーワードに、鯖江市の

抱える課題について、グループにわかれ、SDGs の視点で解決策を探究していく活動をお

こなっていきます。 

オリエンテーションでは、まず、「自分の住んでいるところにどんな課題があるのか」という問いに対しそれぞれ

で考えた後、「では、その課題は誰が解決するの」と考えを進め「自分たちの地域の課題を自分たちの問題として捉

え、解決していこう。」「SDGs を市全体で推進している鯖江市の取り組みを深く知り、高校生の視点で何ができるか考

えていこう」という総合的な探究の時間の活動のテーマについて、再確認しました。                 

今年の大きな活動のひとつは「鯖江市の SDGs の取り組みを PRする動画制作」です。この取り組みについての概要

理解のため、丹南ケーブルテレビ株式会社より 林良宗さん、鯖江市 SDGs推進センターより 仲倉由紀さんをお招

きして、ご講演をいただきました。 

まず、仲倉さんからは、鯖江市は持続可能なまちづくりを進めていくために、17の目

標のうち、5 番の「ジェンダー平等の実現と女性活躍」を礎に、持続可能な地域モデル

「めがねのまちさばえの SDGs」の確立に向けて、様々な活動をされているというお話を

伺いました。 

また、世界中の人が注目してくれる動画企画を鯖江高校から発信していくために、ま

ずは、私たち自身が SDGsについて、「なぜこの目標

が設定されたのか？何が問題なのか？ 取り組まなか

ったらどうなるのか？私たちは何ができるのか？に

ついて考えてみよう。その上で、現状を調べ高校生

だからできることに取り組み、発信していってほしい」というお話があり、生徒

たちも SDGs の理念や鯖江市の活動について学ぶと同時に、今年度の活動へ意欲を

高めていました。 

さらに、SDGsをテーマにしたイメージ動画を視聴し、林さんからは、動画の種

類、視聴者を惹きつけるための工夫についてのお話やドローンを使った撮影のご

提案をいただきました。生徒たちは SDGsの内容について再確認すると同時に、動画制作についてのイメージを膨ら

ませていました。 

 

【生徒の感想から】 

 今日はさらに SDGsについて深く考え直すことができてよかった。今まで自分達は SDGs について教えてもら

う立場だったが、これからは自分たちが教えていく立場になるために、さらに深く知る必要があるなと思った。

僕たちは動画をみたり、触れたりする機会が多いので、その経験や知識を動画制作に生かしたい。 

 よい動画を作れるように、たくさんアイディアを出したいし、初めて SDGsを知る人にも簡単に伝わるように

工夫できたらいいなと思いました。 

 鯖江市は SDGsに深く貢献していて、その活動で国連や国にも認められていることがわかりました。自分たち

もこうした活動をたくさんの人にアピールできる動画を作りたいです。 

キーワードは「鯖江市」と「SDGs」！ 
～普通科２年生 総合的な探究の時間～ 

PR 動画制作のイメージを持とう！ 

Regional Collaboration 

SABAE HIGH SCHOOL 地域協働ニュース  

 
2021年４月２７日（火）第1号 

 

NEWSLETTER 
鯖江高等学校 

 



- 49 - 

 

 

地域協働ニュース 第２号 

 

 

 

 

 

4 月 30日（金）、1 年生探究科の「探究」の時間に仁愛大学の西出和彦教授を

お招きし、特別授業を行いました。今回は、探究科の中心的な活動となる探究

学習の基本として、課題研究とはどのようなものか、概要を説明していただ

き、その面白さを体験するエッグドロップにチャレンジしました。 

研究とは「まだ誰も解いたことのない問いを立て、証拠を集め、論理を組み

立てて、答えを示し、相手を説得するプロセス」という上野千鶴子さんの説明を引用し、中学校までよく取り組んだ

調べ学習との違いについて、分かりやすく説明していただきました。 

答えがすぐに見つからない問題を体験するため、ペアになってエッグドロップ

にチャレンジです。与えられるのは新聞紙 3枚とご飯。2メートルから落とした

とき、卵が無傷だったら成功です。15分間という短い時間でしたが、ペアで対

話しながら、様々なアイディアを出していました。クッション性を向上させるた

め、もしくは落下スピードを落とすため、どのような方法があるか、どのペアも時間いっぱい頭をフル回転。 

いよいよ、落下させる時がくると、どのペアもド

キドキしている様子がこちらにも伝わってきます。

実際に落としてみると、17グループ中、11 グループ

が成功！残念ながら失敗してしまったグループもあ

りましたが、どうやったら成功したのか、改善策を

話しているペアもありました。成功したグループも

失敗したグループも、探究学習の面白さの一端に触

れることができたようです。 

次回も西出教授をお招きし、課題研究の問いの立て方について講義していただきます。ここから本格的な探究学習

がいよいよスタートしていきます！ 

 

【生徒の感想から】 

 課題は同じだったけど、ペアの人と自分とで解決のために考えた方法は違っていて、自分にはなかった考えとも

出会えたし、自分なりに方法を何パターンも考えることができてよかった。 

 いろいろ難しく考えすぎて卵が割れてしまいました。でも、どうすれば…と考えて試行錯誤したのが楽しかった

です。 

 ペアと協力して、どうすれば割れないか、どうしたらもっとクッションになるか、考えるのが面白かったです。

今回は 1 回きりでしたが、失敗を活かした実験もやってみたいです。 

 誰かに考えを提案し、共有することでよい方法が見つかるなと感じました。これからも自分の意見をしっかり誰

かに話していこうと思います。 

 今日の授業を受けて、課題研究と調べ学習は全く違うものだと分かりました。また、クラスメートと話し合って

考えることで、考えることの楽しさをしりました。 

エッグドロップにチャレンジ！ 
～探究科１年生 探究～ 

課題研究って！？ 

Regional Collaboration 

SABAE HIGH SCHOOL 地域協働ニュース  

 
2021年５月６日（木）第２号 

 

NEWSLETTER 
鯖江高等学校 

 

いざエッグドロップにチャレンジ！ 
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5 月 6 日（木）、探究科２年生の「探究」の時間に仁愛大学の西出和彦先生と織田暁子先生をお招きし、特別講義を

行いました。探究科は 2年生から本格的に課題研究が始まるため、実験方法と調査方法について学びました。 

 

西出先生からは、実験方法について説明

していただきました。実験を行う際の注意

点として、意味のある（結論の根拠となる）

データを収集することの大切さを学びまし

た。そのためには、まずは先行研究を徹底

的に調べ、正しい方法（因果関係を何で捉えるか？）で正確に測定（条件の統一や再現性など）する必要があること

を教わりました。また、生徒が立てた問いに沿った具体的なお話もして下さり、実験方法のヒントをいただきました。

その後、西出先生のお話を踏まえ、各自が立てた問いの解決方法が思いつくかどうか、研究する意義があるかどうか

を再確認するために、グループになってお互いにアドバイスをし合いました。 

 

 

 

 織田先生からは、調査方法について説明していただきました。特に印象に残

ったことは「調査されるという迷惑」でした。例えば、回答に 5分かかるアン

ケートを 50 人に行うと、合計 250 分（4時間以上）の時間を奪うことになりま

す。そのため、調査される側の時間的なコストも考慮し、本や新聞、先行研究

の二次分析で問いを解決することも視野に入れ、調査は必要最低限にすること

の大切さを学びました。また、アンケートでは、意識よりも行動や経験を質問

したり、選択肢は相互排他的かつ網羅的に作ったりすることなどがポイントであると教わりました。織田先生からは

具体的な質問文を出していただき、「あなたの好きな食べ物は？」を通してワーディング（言葉遣い）の重要性、「あ

なたは、犬や猫は好きですか？」からはダブルバーレル質問を避けるといったことを分かりやすく教えていただきま

した。他にも、標本調査の考え方や、研究を「楽しむ」ことの大切さも教わりました。 

 

【生徒の感想から】 

 「意味のあるデータを収集する」という言葉がとても印象に残り、何のために実験をするのかを事前によく考え、

問いに答えるための根拠となるような実験をしていきたいと思いました。 

 調査をするとき、何を明らかにしたいのか、そのためにどんなデータが必要なのかを考えることの大切さが分か

りました。「調査公害」という言葉も初めて知り、人への配慮を忘れずに、的確な調査をしていきたいです。 

 アンケートは手軽な方法だと考えていましたが、質問の仕方や順序によって答えに大きな違いが出てくることが

分かり、とても奥が深いと感じました。 

 探究して出た結果が、たとえたくさんの人のためになっても、結果が出るまでにたくさんの人の力を借りている

ことを学んだので、中途半端にならないように、みんなのためにしっかりと実験や調査をしていきたいです。 

 いきなり実験や調査をするのではなく、まずは先行研究を徹底的に調べることの大切さが分かりました。自分の

立てた問いが本当に解けるのか、もう一度考えたいと思いました。 

実験方法と調査方法を学ぼう！ 

～探究科２年生 探究～ 

Regional Collaboration 

SABAE HIGH SCHOOL 地域協働ニュース  
2021年５月１１日（火）第３号 

 

NEWSLETTER 
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地域協働ニュース 第４号 

 

 

人形浄瑠璃 学び披露へ 
～３年生音楽選択者 体験授業～ 

令和 3年 6月 7 日(月)4限目，選択音楽を受講する

3 年生が，鯖江人形浄瑠璃「近松座」の大橋國利さん

をはじめ団員の皆さんから人形の操り方や語り，三味

線の演奏方法などを学びました。 

鯖江市ゆかりの近松門左衛門の人形浄瑠璃につい

て学んできた成果として，11 月の東海北陸音楽教育

研究大会で人形浄瑠璃「傾城
けいせい

阿波
あ わ の

鳴門
な る と

 巡礼歌
じゅんれいうた

の段
だん

」

を披露します。 

阿波徳島の城主から勘当され，盗賊となった夫と大

坂で暮らす妻。そこへ徳島に置いてきた娘が，巡礼の旅にやって来る・・という物語です。 

上半身，右手，首振りの全体を主導する主
おも

遣い，左手を操る

左遣い，足を動かす足遣いの 3人が意気を合わせて一体の人形

を操ります。まるで生きているかのような人形の細やかな動作や表情，そして人間の機微に触れる表現など，細かい

指導を丁寧に受けました。座るときの体の角度や仕草，大人と子どもの歩き方の違いをどのように表現するかなど，

実際操ってみると少しの動かし方の違いで雰囲気が大きく変わる面白さなども感じている様子でした。 
 

太夫役の 3人の男子生徒は，床本
ゆかほん

という詞章本をもとに，登場人物の

セリフから，情景や心理を表現する地の文までの全てを語ります。各々

が旋律や強弱を床本に都度書き入れて，一つずつ確認をしながら練習しました。自分だけの床本が出来上がっていき，

3 人それぞれの持ち味を生かした喜怒哀楽を感じられる語りに仕上がってきました。 

緊張をするとリズムが速くなりがちになる，しかし大きい声を出す時にはやまびこを聞きゆっくりになる。そのた

めどうしても速くなったり遅くなったりしてしまう。その太夫のリズムを取る役割が三味線で，三味線は太夫にとっ

て客観的スピードを計る助けとなるもの，ということでした。 

三味線担当の 3 人の女子生徒は，強めにはじくと芯のある音がでることなどを体感し，簡単なところは弦を見ずに

弾くことができるようになりました。太夫の語りにタイミングを合わせ，三味線もまた物語を語り，授業時間の終盤

には，太夫役と三味線担当の生徒たちだけで呼吸を合わせ，見事競演ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Regional Collaboration 

SABAE HIGH SCHOOL 地域協働ニュース  
2021年6月10日（木）第４号 

 

NEWSLETTER 
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〈人形遣い〉  

小道具を実際に人形が持っている

かのように見せるのが難しかった。 

ちゃんと話しを聞いているように見

せるために，頭を傾けたりさせるのが

難しかった。 

〈三味線〉  

太夫の語りに合わせるところはリズ

ムが決まってないので合わせるのが

難しかった。リズムが速いところも弦

を見ずに弾けるようにしたい。 

〈太夫〉  

歌の部分と語りの部分の音程を取

るのが難しかったけれど，あまり音程

は気にしなくて良いと指導して頂いた

ので，大きな声で堂 と々語れるように

したい。 

生徒の感想より 

人間の機微に触れる表現を  

生徒の感想から  

芸を極めるもの同士  

生徒の感想から  
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環境活動家・露木志奈氏 SDGs 講演会 
～2 年生総合的な探究の時間～ 

令和 3年 6月 18日(金)7限目，環境活動家・露木志奈氏に講師としてお越しい

ただき，2 年生全クラスを対象に気候変動についての講演をしていただきました。 

露木さんは 2001年横浜生まれ。15 歳まで日本の公立学校に通い，英語が苦手

ながら日本を飛び出し，高校 3年間を「世界一エコな学校」と言われるインドネ

シアのバリ島にある「Green School」で過ごしました。ジャングルの中にある竹

で出来た壁のない美しい校舎で，約 500人の幼稚園から高校までの生徒が学びま

す。そこで過ごした日々が今の活動につながっているということでした。現在は

慶應義塾大学環境情報学部を休学し，環境活動家とし

て全国の中学校・高校を訪れ講演活動を行っています。 
 

グリーンスクール在学時，妹が化粧品で肌荒れを起こしたことをきっかけに化粧品

について調べ，日本には“無添加”などの言葉の定義がなく“ナチュラル”や“オー

ガニック”という言葉も 100％安全ではないと気付いたそうです。また残虐な動物実

験の実態などを知り，誰かの犠牲の上に立つ化粧品は使いたくないという思いから自

分で化粧品づくりを始め「環境と肌に優しいコスメ」ブランドを立ち上げたそうです。 

何かを始めるのに大人になるまで待たなくていい！露木

さんの力強いメッセージを受け取りました。 
 

グリーンスクールの授業で，先進国のゴミが含まれる「ゴミの山」を訪れた時に，

実際に見るゴミの山に「これではいけない，消費者が変わっていかなければ」と強く思った経験談を，生徒は頷きな

がら聞き入ってました。大きなスクリーンに Climate Clock(クライメイト・クロック)という，世界の平均気温上昇を

1.5度未満に抑えられるまでのデッドラインを示す時計が映し出された時には，生徒各々が，自分たちはどうすれば良

いのか？露木さんの言葉を受け止め，思考を巡らせている様子でした。デッドラインを超え北極・南極の氷が溶けて

いくと，海面上昇や生態系の破壊のほか，氷に閉じ込められていた未知のウィルスが出てくるという問題もあるそう

です。洪水や干ばつ，森林火災などの災害に見舞われる可能性も高くなるということでした。 

・ パーム油は，チョコレートやスナック菓子，口紅や石鹸など，日常生活に多く使われているが，プランテーショ

ンを開発するために熱帯雨林を伐採し，生態系の破壊のほか大規模な森林火災を起こしている。 

・ 世界で生産された洋服の約 6 割が廃棄されている。 

・ 海に流れ込んだマイクロプラスチックを魚が食べ，その魚を人間が食べ健康被害が起きている。 

気候変動による様々な問題が，今まさに自分たちの目の前で起きていることを知り，聴講した全員が危機感を抱い

たと思います。そして，私たち一人ひとりが意識改革をすることで未来を変えていける，私たちの選択が未来を変え

るのだと，生徒たちは同世代の環境活動家・露木志奈氏の講演によって強く感じた様子でした。 
 

・ 健康にも良いビーガン食を，これから取っていけたら良いなと思った。 

・ たくさんの衝撃的な画像を見て，話しを聞いて，改めてこの問題は他人事ではないのだ

と痛感させられた。未来を守るために自分たちがすべきことがより明確になった。 

・ 「大人になるまで待たなくていい」や「今日の選択が明日の世の中をつくる」という言葉が心に響いた。思いつ

いたら直ぐに行動を起こす人は格好良いと思ったし，それはとても大切だと感じた。 

・ 肉食は，乗り物の排気ガスよりも二酸化炭素を排出すると知り，意識を変えなければならないと思った。 

Regional Collaboration 

SABAE HIGH SCHOOL 地域協働ニュース  
2021年6月23日（水）第５号 

 

NEWSLETTER 
鯖江高等学校 

 

Our choices change Earth ～今日の選択が明日の世の中をつくる～  

大人になるまで待たなくていい  

地球の限界  

生徒の感想  
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教員研修会・山岸充氏による講義 
～タイムリーさばえ～鯖江の今と可能性の概論  

令和 3年 7月 1 日(木)，教員研修会が行われました。先ず教員が一堂に会し，指導力向上のための活動内容を確認

し，グループごとに打ち合わせを行いました。教員の指導力向上を目的とし，

授業の公開や外部講師による研修会の開催など方向性は昨年度から継続し，

より成果を見出せる授業の創造に教員全員が取り組みます。 

グループごとに相互の授業公開等を確認した後，株式会社わどう 代表取

締役 山岸充氏をお招きし，教員研修講義を行いました。 

山岸氏は 1990年東京生まれ，5 年前に鯖江に Iターン移住をし，今秋には第

一子誕生の予定で教育は専らの関心事。バスケットボールなどの地域スポー

ツ活動も盛んに行っており，鯖江高校が今後，地域鯖江とどう連携を取って

いくか？生徒が何をどういうところで学ぶか？を軸に，鯖江の今と可能性の概論をテーマに講義していただきました。 
 

全国的にも鯖江は地域づくりで有名で，山岸氏が一番最初に鯖江に

遊びに来た時，市役所や地元めがね企業，まちづくり団体など，鯖江

の雰囲気がとても面白いと感じ，鯖江旅行に来た帰りに「ここに移住しよう！」決断したそうです。 

鯖江の名前の由来から，継体天皇時代に越前漆器が盛んになった歴史や，幕藩体制の下鯖江藩のほか小浜藩など色

んな藩が入り乱れていた珍しい地域だったため多様性が有り，色んな人が色んなことをする許容力が高いという鯖江

の今の気質に繋がっていると感じている時代の流れなど，歴史から紐解く現在の鯖江を先ず講話いただきました。 

鯖江の転換期となったのが 1995年(平成 7年)の世界体操大会。鯖江高校は体操の強豪校としても有名ですが，世界

体操大会はそれまでヨーロッパ中心でアジアはおろか日本で開催されることもなく，当時人口 6 万人の小さな町・鯖

江で開催されることとなり世界から注目を浴びました。物理的にもハードで行政だけでは追いつかず，市民約 3万人

がボランティアとして花いっぱい運動や駐車場整理・会場清掃など，大会を周辺からバックアップする活動に参加し，

市民総出で成功させ，これが今の鯖江の雰囲気と流れにつながっているということでした。そして 2010 年，まちづく

りの主役は行政ではなく市民だと行政が自ら宣言した条令「鯖江市民主役条例」が全国でも先駆けて施行されました。 
 

諸藩が入り乱れていた鯖江は，他者に対しての受容力が高い多

様性，そしてまちへの主体性が非常に高く，山岸氏ご自身が自分

を含めた外から来る人間が言い表せない不思議な雰囲気を感じる町だと語ってくださいました。他者をスムーズに受

け入れ，他者の主体性に対して応援するムードがあるため，移住者が多いのだと感じるとのことです。地域で生まれ

育ちこれが当たり前だと思っていた私たちにとても刺激的で，誇らしい気持ちにさせてもらったと同時に，益々住み

よいまちに自分たちがしていくと思い定め，そして授業づくりにおいての主役は生徒であることを改めて感じました。 

地場産業から新産業，文化・芸能・農業・教育･･･，多岐にわたってアンテナを張り巡らせている山岸氏から，プロ

ジェクトや課題探究の材料となり得る「鯖江のおもしろいヒト！コト！」を幅広くご紹介いただき，最後に，統一さ

れたまちづくり計画をもつことと，今までの教育に加え社会への

アプローチがいかにできる人材を育てるか，この「都市計画」と

「創造教育」が鯖江の課題であり，まちとひとの未来につながる

ということでした。 

山岸氏の鯖江・福井に対する大きな愛を感じ，今後の授業展開

への多くのヒントがちりばめられた講義を，鯖江の魅力化・活性

化に役立てていきたいと教員一同気持ちを新たにしました。 
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多様性×まちへの主体性  

地域づくりのまち鯖江  
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「鯖江市の企業との交流会」を行いました 
  ～ 地元企業の先進的な取り組みを知る ～ 

令和３年 7月１５日(木)，昨年度に引き続き鯖江商工会議所にご協力をいただき，１年探究科の生徒を対象に「鯖

江市の企業との交流会」を行いました。この活動は，鯖江市内の企業で働く人々との交流を通して働く意義や社会貢

献について考え，進路意識の向上を図ることを目的としており，今回は特に世界で活躍する企業や，最先端の技術を

持つ企業に参加していただきました。交流会の流れと，参加していただいた企業は下記のとおりです。  

交流会の流れ 

 ８：４０～ ８：５５ 全体会 

 ９：００～ ９：３０ 交流会① 

 ９：４５～１０：１５ 交流会② 

１０：３０～１１：３０ レポート作成 

１１：４０～１２：１０ 発表会 

参加企業（五十音順） 

アイテック 株式会社 

株式会社 鯖江村田製作所 

タイヨー電子 株式会社 

福井めがね工業 株式会社 

 ヨシダ工業 株式会社 

 まず生徒は希望した企業２社と交流した後，それぞれが１社についてレポ

ートを作成しました。そして各企業のレポートを作成したそれぞれの代表２

ずつによって，企業の方も参加していただいて中で，発表会を行いました。 

交流会では，メガネ加工やその他のこれまでの技術を受け継ぎ

ながらも，更にその技術を進化させたり，新たなものに取り組ん

だりして，その技術が身近な製品のあちこちに使われ，シェアの

多くをその企業で占めているものがあることを知ることができ

ました。それらの技術や新たな取組みは，今必要とされているも

のを知り，自らそれに挑戦して，試行錯誤を繰り返していくこと

が重要であることを教えていただきました。 

また，それらの技術は国内のみならず，海外でも信頼され，製

品が海外へも多く輸出されており，海外でも多くのシェアを占め

ているものもあります。また海外の企業と連携をしたり，会社自体も海外に進出したりしていて，地元鯖江に根ざし

ながら，世界各地で事業を展開して活躍している企業もあります。このような先進的な取り組みをしている企業の方

と直接交流できたことで，生徒たちは，これまで知らなかったことや気づかなかったことを知ることができ，働くこ

との意義や，それによる社会貢献について真剣に考えることができたようでした。 

発表会では，教えてもらったことやわかったこと以外にも，それぞれ

が感じたことなども発表でき，参加した企業の方々にも伝えることがで

きました。企業の方々も，それぞれの様子を若い人たちに伝えることが

でき，交流できたことを喜んでおられ，鯖江には今回参加した企業以外

にも活躍している企業が多くあるので，今後，地元鯖江にもっと目を向

ける機会になればうれしいとおっしゃっていました。 

・ 鯖江の企業が外国に進出していることや，世界の目の不自由な人を救う取り組みをして 

 いることは知りませんでした。グローバル化が進んできている中での効果的な取組みだと 

 思いました。 

           ・ あまりメッキを意識してこなかったけど身の周りにも結構あるのだと思いました。鯖  

            江高校の卒業生が開発した技術もあると知ることができてうれしかったです。 

鯖江を拠点に世界へ  

気が付かないところに鯖江の技術  
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「鯖高生が探 Q！my WLB（ワーク・ライフ・バランス）」 
令和３年 7月２１日(水)・２８日（水）の２日間，本校 OB で株式会社 For Smile 代表取締役の加藤裕美氏を講師

としてお招きし，自分のワーク・ライフ・バランス（以下 WLB と略記）について考える研修会を実施しました。９名

の生徒が参加しました。全員が女子生徒で，結婚や出産，育児など，自分のライフステージに合わせた WLBを考える

機会となりました。 

 まず，２１日（水）の１回目の研修会では，WLBの基本的な考え

方を学習しました。WLBとは「生活と仕事の調和」であり，そのた

めには，①仕事と生活（家庭）それぞれを充実させることで「相

乗効果」を狙うこと，②仕事と生活（家庭）のどちらかを犠牲に

することではないこと，が大切なことだと学びました。 

 また，自分の WLBだけでなく，パートナーの WLB,職場の同僚の WLB についても考えなければいけないこと，そのた

めに社会全体で働き方改革に取り組むことの重要性についても学ぶことができました。 

  ２８日（水）の２回目の研修会では，１回目の研修会の内容を踏ま

え，自分の WLB を考えるグループワークを行いました。グループで年齢や

仕事，家族構成などを設定し，こんな仕事や会社だったらいい，パートナ

ーとこんな関係をきずけたらいい，など，自分の理想の WLBについて考え

を深めていきました。「子どもが体調を崩した時に気楽に仕事を頼める関

係性を維持したい。そのために普段から社内旅行やバーベキューなどをし

て職場の仲間意識を高めるような会社が理想」「子育てや教育の方針につ

いて普段から話し合えるパートナーとの関係を築きたい」など，今の高校

生が考える仕事や家庭生活についての正直な意見が出され，参加者みんな

で共有しました。また，結婚すれば妻となり，出産すれば母となるが，そ

れでも自分らしい自分でいるために，自分の時間を大切にすることとパー

トナーと常に話し合いをすることの重要性についても確認しました。 

 最後に，講師の加藤氏から，「自分が就職したときより格段に社会は良

い方向に変わってきている。あなた達が声をあげ，発信していくことが，

社会の変化を加速させる。そうすることで，後輩達はもっと良い環境の中で仕事も家庭も充実した人生を歩むことが

できるようになる」とのメッセージをいただきました。 

 今回の研修会は，鯖江市が積極的に取り組んでいる SDGｓの「ジェ

ンダー平等」だけなく，「働きがい」や「パートナーシップ」にも深く

関わる内容で，普段の学校生活の中ではなかなか考えることができな

いもので，貴重な機会となりました。なお，この研修会の内容は鯖江

市が発行する「広報さばえ」の１０月号から５回の連載記事として紹

介され，鯖江高校の取組みが広く発信されることになっています。 

 

将来の自分の WLB を考えてみよう！  

そもそも WLB ってどんな考え方？  
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「高校生課題研究ワークショップ（仁愛大学にて）」 
令和３年 7月３１日（土）に、本校と連携協定を締結している仁愛大学にて「高校生課題研究ワークショップ」が

実施されました。本校からは２年探究科の生徒が参加し、仁愛大学の３名の先生方に課題研究の「技」を教授してい

ただくとともに、武生高校と武生東高校の生徒と一緒に、課題研究についての理解を深めました。 

高野先生からは、問いの立て方について説明していただきま

した。カレーを例に挙げ、良い問いを作るには、①すでに調べ

られていないか？②調べる手立てがあるか？③部外者にも関心

をもってもらえるか？の３点が重要だと教わりました。また、

研究とは面白いと同時に、しんどい営みでもあるため、自分自

身が興味をもてる問いを作ることが大切であると学びました。 

 織田先生からは、調査方法について説明していただきま

した。「調査をすることは、迷惑をかけること」を念頭に、

問いに答えるには、どのようなデータをどのような方法で

得るのかをしっかりと計画し、プリテストを行うことが大

切であると教わりました。ワークでは架空のアンケート項

目の改善点をグループで話し合って理解を深めました。 
 

 西出先生からは、発表方法について説明していただきまし

た。課題研究の過程に沿ったポスターやスライドの構成や、 

①コントラスト（伝えたいことを色・サイズ・フォントで目立

たせる）②グルーピング（配置・線・行頭記号で見えないくく

りを意識させる）③イラストレーション（文字よりも図解で視

覚的に理解させる）の大切さを、事例を通して教わりました。       

 ３校混合のグループで今日のワークショップで学んだこ

とを振り返り、ポスターにまとめました。日々の課題研究

で感じている疑問や悩みに加え、課題研究に取り組む意義

についても、盛んに意見交換が行われていました。 

【生徒の感想から】 

●問いの立て方から調査方法、発表方法までのポイントを教えていただき、理解が深まった。 

●初心にかえり、課題研究とは何なのか、どのように進めていけば良いのかを考え直すことができた。 

●他校の生徒との交流では様々な考え方を知ることができ、とても楽しく有意義な時間を過ごすことができた。 

●今日のポスター作りのように、仲間の意見を聞くとともに、自分の意見も伝えられるようにしていきたい。 

●答えのない問いに、自分自身で正解を出していく大切さを改めて感じることができた。 

Session1．問いを立てる「技」  
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Session2．調査方法の「技」  

Session3．発表の「技」  

今日の振り返り  



- 57 - 

 

 

地域協働ニュース 第１０号 

 

 

 

 

 

 

日本の伝統芸能“人形浄瑠璃”の魅力を探る 
 

令和３年９月２７日（月）４限目，選択音楽を受講する３年生が，体験授業を行いました。鯖江人形浄瑠璃「近松

座」の大橋國利さんをはじめ団員の皆さんをお招きし，今回が最終回となる人形浄瑠璃体験授業です。 

人形浄瑠璃にふれる授業は，１年生の時に動画を鑑賞し，２年生に入ってから体験を始める予定でした。しかし，

新型コロナウイルスの影響で体験がなかなか始められず，今年の

２月に初めて「近松座」の皆さんからご指導を仰ぐことができま

した。その後も体験の日程が延期になるなどしましたが，各々が

少しずつ人形浄瑠璃についての学習を重ね，６月に２回目，そし

て今回最後の体験授業を行っていただくことができました。 

先ず，これまで練習してきた「傾城
けいせい

阿波
あ わ

鳴門
な る と

 巡礼歌
じゅんれいうた

の段
だん

」の，

太夫・三味線・人形遣い，それぞれの復習をし，そして更に細かい部分にわたり丁寧に指導していただきました。 

人の感情，優しさ，思いやりを如何に表現するかを，講師の皆さんの優しさや思いやりを肌で感じながら，真剣に

そして楽しく練習している生徒たちの姿が印象

的でした。授業の最後には立派に生徒たちだけで

演目を披露することができ，近松座の皆さんから 

●覚えも早く素晴らしい。 

●近いうちにまた一緒に練習をしたい。 

●皆さんと競演するという夢が湧いた。 

との講評をいただきました。 

生徒たちは，自分の表現に活かすことを体得し，

今後の人生にひとつ「深み」が増すように感じまし

た。他教科の授業でも，伝統工芸に触れることで，

授業に活気がでるのではないかと思いました。 

 

 

●人形の顔の動きや手の動きだけでなく ， 自分の表情も考えながらやると 更に良いと 思った。 と ても楽しかった。  

●発表中も講師の皆さんが横の方で一緒に動きをしながら観ていてく ださって， と ても嬉しかった。  

●最初は何をどう すれば良いか全く 解らなかったが， 自分の役割や， 話の内容をしっかり 理解し ， どう 工夫すれば

良く なるかを考えて表現できるよう になったと 思う 。 と ても貴重な経験と なった。  

●自分の表現力の幅が広がったと 思う 。 今後の音楽活動などにも活かしていきたい。 発表後には達成感があった。  

人の感情・優しさ・思いやりを表現  
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～最終回～ 

生徒の感想より  


